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女性作曲家を聴く・その6

19世紀フランス室内楽の頂点を橿めた女性作曲家!

ルイーズ・ファランク

Louise Farrenc (1804-1875) 

!生誕.年記念コンサート|

2004年 10月30日〈土)14:00-於:東京文化会制、ホール

(詳細は 18頁)



2003年度第4田例会発表要旨

日時 2003. 11. 1 (土)9:00"'12:00 

会場:中野監勤労福祉会館 3F 会議室2

教育者=理論家としてのルイーズ・ファランク

小林縁にばやしみどり)

本 2004年はフランスの女性作曲家ルイーズ・フ

ァランク (1804-1875)の生誕200年にあたる。当

フォーラムではHPなどでもすでに予告の通り、 10

月初日午後、東京文化会館小ホールにて誌念コン

サート開催を決定、徐々に準備を進めている。そこ

で今回、ファランクその人について改めて見直し、

同時に彼女をめぐる世界の動きについてご報告する。

そもそも私が女性作曲家に“開眼"したきっかけ

が、このファランクのブルート三重奏曲c rその堅固

な造りに支えられた流麗な美しさに強くひきつけら

れたからだ」とは、フォーラムのメンバーも多数執

筆陣に加わっている拙編著『女性作曲家列伝』のフ

ァランクの章で、私が書いた節ー・としづ次第で、フ

ァランクの紹介はこのWylJ{剖(およびファランク研

究の基本文献である BeaFriedland: Lou:ise 

Farrenc，1804-1875: Comp部町 Performer.Scholor. 

1975， Michigan)に譲るとして、本発表では円iJf云』

で、十分に触れられなかったファランク(以後 LF)

の教育・理論的業績について整理してみたい。

1. ~ピアニストの宝典 Le Tresor des Pianistes~ 

(1861-1872. ファランク宇土)

16世紀ヴァージナリストから 19世紀、ンョパンな

ど同時代をカグァーしたフランス初の鍵盤音楽集成

としづ歴史的意義を持つ本コレクションの発案は確

かに夫アリスティード、しかしその急逝 (1865)後

は、 LF 人、あくまで原典主義に依りつつ全20巻

を完成させた。その序巻には「装飾記号について

Des Signes d'AgrementsJ左題し 17，18世紀のクラ

ヴサン奏者が用いた略記t去(装飾記号)についての

解説文が載っている。これは 1842年から 30年あま

り、ノリ音楽院ピアノ科正教授の任にあった LFが
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演奏家・教育者としての実績を踏まえつつ著した演

奏の手引きで、日可没後 1895年、「装飾法概略j と

表題を改めノレデ、ユツク社から強立して刊行された内

古い音楽にあっては装飾が本質的要素であること、

しかしその用法や記号は国およtJ1回人:こよりさまざ

まで、実際の吾として響かせる上で肝要なのはあく

までよき趣味と経験だ・・・先人たちの裏付けを得た

LFの言い分は説得力に富むο!可じ序巻に「演奏全

般への所見 Observations generales sur 

fexecutionJと題する別の一文があり、アリスティ

ードの執筆と目されてv、るものの、上記「装飾法」

も同じく無署名で、あったことから、とちらも実はLF

の書き下ろしでは…と推測される。自ら興した出版

業(1820)と学術調査は夫、演奏にかかわる実践面

は妻と、夫妻は合理的役割分担を実施していたから

である。

rr. Wヴィグリーのピアノ奏法 Methodede Piano par 

Vigueri~ (1843，コロンピヱ社)

ヒOアニスト・教師・楽譜出版業者としても大成功

を収めたベルナー/いヴィグリー(BernardViguerie 

1761-1819)の表題書をLFが改訂・編纂したもの。

18断己末の刊行後 1870年代吉ご版を重ね、スペイ

ン語翻訳さえ出た原本は、簡易な小曲、演奏記号の

説明、目的別の練習曲、最後にバロック風の小節線

のないプレリュード 12曲を収めるとし、う特異な構

成。 19世紀最大の理論家フェティスは「これほど凡

庸にして問題の多い教則本は類がなv'Jと酷評した

が、より高度の技術的練習課題曲と 19世紀当時の

有名オペラからの抜粋曲を加えて、いっそう親しみ

そ寸くしたファランク版からは、編者のピアノ雛市

左しての現実的な意図と手法が読み取れるように思

う。ちなみにこの改訂版については上記フリートラ

ンドの書でも後述するファランク全集版でも一切言

及がないのはなぜた、ろうか?

III. ~ピアニストの学び L' Ecole des Pianistes~ 

0876，ルデュック社)

おそらく LFの追悼出版であろう、本コレクシヨ

ンには既刊の練習曲集4巻 Cop.50，42，41，26)の再←刊



と、「ピアニストの転調棟習 .Exercisesdu 

Pia出stessur les modu1ationsJと題する説明っき

譜例集が収められている。なかで最後の「転調練習J

は絶えて久しいこのルデ、ユツク版によってのみアク

セスできるまことに貴重な資料だ。まずは著者の巻

頭言を開こう;

「和声の知識がなし、人は、二つないしそれ以上の、

互いに関連のない楽曲を続けて独奏したり伴奏した

りする場合、たいてい困惑する。困らないにしても、

およそ措らかさを欠く転調を無理に行うか、百IJの薪

しい調にいきなり入ってしまい、至極耳障りな感じ

にしてしまうものだ。けれども、以下に収めた四つ

のタブ、ロー[Tableaulを全ての音度上に移して勉強

すれば、あらゆる転調をこの上なく簡潔にして満足

の行く形で実行できる。たとえば変イ長調の曲とニ

長調の曲、または変ロ長調とイ短調の曲を、きちん

と準髄され、聴き手の不快を招かぬように、つなげ

て弾くことができるであろう"'Jo

さてその四つのタブロー (T) とは:

lT=長調から長調へ (7曲+11例)→ 2T=短調

から長調へ (3曲+12 {:lftl)→ 3T=長調から短調へ

侶曲十12例)→ 4T=短調から短調へ (4曲+11

例)

1Tを例に説明すると、ハ長調から出発した四声進

行が、転調を挟みつつ残る 11の長調に圭IJ産する和

声パッセージ 11種と、その転調進行に即した本物

の短い楽曲七つが提示されているのである。こうし

たし、かにも実践的な転調指南に私が強いインパクト

を受けたのは、フェルッチョ・ブゾーニ (1866-1924)

の 1922年録音のショパン演奏 (PearlGEMl¥f 

CD9347Jが思い出されたからだ。ここで、ブ、、ゾーニ

l士、イ長調の前奏曲第7番と、変ト長調の練習曲『黒

鮭1の二曲の間に自由な即興的つなぎを入れ、あた

かもひとつの楽曲で、あるかのように弾し、ていたでは

ないか…関連のない日IJの調の曲を二つ弾く場合には、

滑らかな転調パッセージを曲聞に挿入する必要があ

るというヒ記LFの言は、まさに20世紀初頭にまで

及んだ当時の演奏実践・習慣の背景を証すものと捉

えられよう。

ところでこの没後出版に載った四つの練習曲集
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のうち、 op.26、すなわち『全ての調による 30の練

習曲官en旬 etudesdans tous les初出皿aJeurset 

mineurs ~ (1838)については『列伝Jでもかなり

詳しく記したので、ここでは省略するc ただ、パリ、

プリュッセル、ボローニャの各音楽院で、ヒロアノ必修

教材に指定されたこの全調エチュードを、およそ

150年も遅ればせながら、このととろ数年、私も国

立音楽大学3年ピアノ科学生に3曲ずつ夏休みの課

題として与え、実技練習と楽曲分析に当たらせてい

る。ところが、その結果に見るジェンダー・ギャッ

プがすさまじい。女子 (90%)がおおむねこの曲集

との出会いを積極的に受け止め、「女性作曲家を知

らずに過ごすのは罪Jとまで言い切る者がいたのに

反し、圧倒的少数派の男子はハナから「論評に値し

ないJとばかり感情的にJ反発し、まじめに取り組ん

だのはごくわずか…女性の作品を取り込むこ左が音

楽大学の男女共同参画へのもっとも有効な早道と心

得ている私としては、改めてジエンダーの壁の厚さ

を思い知らされた次第である。

最後に LFをめぐる世界の動きをまとめておこう。

まず、1998年にドイツ学術辰興財団の助成を受けス

タートしたドイツ・オノレデ、ンJブノレク大学のフライ

ア・ホフマンを中心とする『ファランク・エディシ

ョンJ全 13巻が、 2003年秋にめでたく完結した。

もちろん、その記念コンサートとシンポジウムも

2004年 5月末の一週間、予定されている。先立っ

てスイスはベルンに本拠をおく「女性と音楽フォー

ラム FMFJが、去る 1月 23日から 3日連続のコ

ンサートを盛況裡に終えたばかり。このコンサー

ト・シリーズの前夜には、上記全集版編集者の一人

クリスチーネ・ハイトマンが招釘れ、講演したとの

こと。私たちフォーラムの今秋のコンサートは一日

だけ、規模はぐっと小さいが、佐久間由美子をはじ

めとする日本の名手を揃えた演奏陣の質は決してヨ

ーロッパ勢の企画にひけをとらない。当日のプログ

ラムにはこれらヨーロツノくからのアクチュアルな情

報も組み.Ahて作成し、演奏・研究ともに充実した

内容をお客楳にお届けできるよう、心に期している。

[2004lli30言丑



2003年度第5回例会 発表要旨

日時 :2003 1 2. 23 (火) 9 : (お-12:00 会場:中野区女性会館

日本および欧米の音楽大学における「女性作曲家作品j演奏状況に関するアンケート結果:矧:1Tc!:i頃向

111鴫 ひろ子(かわしまひろこ)

作品や作曲家が認知されるには、ます守寅奏され、情報として多くの人達の耳に入札素精しし、作品であること

を認められる必要がある。その第1段階である「演奏するJことが、女性作曲家の作品ではどの程!詔Tわれてい

るれまた、女性作曲家についての情報がどの程度与えられているか。:吾楽を専門的に学び、将来演奏家として、

また教育者とし、て一般の人々や子供達に音楽を伝える役割を持つ人材を育てる音楽大学の現状を知るため、アン

ケート調査を行った。調査内容は次のようなものである。

1.アンケ)ト調査肉容

-過去おおよそ5年期につしてお答えください。

11)押すの[試験1におして女性作曲家の栴晃が演奏されたことがありますか。

| ある場合は、演奏された女性作曲家の名前と演奏形態を書いて下さいの

I 2)科粉砕f主による旗奏会]におし、て女性作曲家の僻ロが演奏されたことがありますか。

| ある場合は、演奏された女↑封乍曲家(J);名前と演務杉態を書いて下さいっ

1 3)学約の[先生による龍奏会]において女性作曲家の作品が演奏されたことがありますか。

| ある場合は、演奏された女性作曲家の名前と演奏形態を書いて下さいn

1 4)学外の L公開演奏会]において女性作曲壕の作品を演奏することがありますれ

1 ・よく演奏する ・時々演奏する ・たまに演奏する ・まったく演奏しない

| 演奏される場合、演奏された女性作曲家の名前と演奏形態を書いて一下さし、

1 5) [西洋音楽史のテキスト]の中に、女牲作曲家の名前が書取れてし、ますれ

! 書かれている場合、書カ寸Lている女性作曲家の名前を書いて下さし九

2.アンケート錆十:分析と傾向

d 問合せ先と、回答カ漣られて来た冨別大学数

・アンケート送付にあたり文章を英文・独文・仏文に翻献し、各国・地誠に最も適していると思われる文章を用

いた。

・アンケート送付はEメール及びレターメールで、行った。

国 名 間合せ先 回答(率) 具併恒j答 ;その他の回答

オーストリア 3 1む3%) 1 。
ベルギー 3 。(0%) 。 。
デンマーク 5 o (0%) 。 。
フフィランフンド 41((胡1∞%%)) 。 1 

ンス 1 0 2 2 

ドイツ 22 1 3 (59%) 4 9 

イギリス 1 3 3包3%) 1 2 

オフンダ i o (0%) 。 。
ハンガリー 2 1 (50%) 1 。
ノレクセンブルク 2 1倍。%) 。 1 

ノルウェー 4 o (0%) 。 。
ポーフンド 3 oω%) 。 。
スウェープ、ン 2 。ω%) 。 。
スイス 5 3 (60%) 2 

アメリカ 82 1 8包2%) 9 9 

カナダ 38 4 (11%) 。 4 

日本 28 1 5 (:日%) 14 1 

計 230 64包9%) 33 31 

【分析と傾向】

・アメリカからの回答にはアンケート調査への関心や、協力的な姿勢を示す文面が多かった。 しかし女性作曲家
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への認識や演奏状況は、地注釈〉学校の規模によってかなり差があるように思われる。

・ドイツからの回答には、年間の演奏会の回数が 200回から3∞回を数え、そのプログラムを諦くるのが大変難

しいとし寸文章を添えたものが多かったが、女性作曲家の作品はごく当たり前のように演奏しているという主

旨がほとんどで、演奏会プログ‘ラムを送って下さったところもあっt:_"
・オーストリア、スイス、ノレクセンブツレクの状況はドイツに近く、女性作曲家についてかなり詳しく書hれてい

る西洋音楽史のテキストの同封もあった。

チ欠からの回答が予想、より少なかったが、言語の面で英文での間し合わせや回答に無理があったと思われるふ

しがあっ7二

2] 演奏形態の記入回答数

演奏 鱒藍楽器
鴨器 !鴎器 l打僻 l l 形態 (協奏曲、オルガン曲等 (合唱オペラ(鯨曲、吹 (協奏曲等 (協奏曲室内楽

含む) 等含む)奏楽 等 合 む ) 含む) 等含む)

言己入 61 77 50 26 26 I 68 
回数 102 

{分析と傾向1
・音楽大学の学生数と教員数を専;甥IJに比較すると、ほとんどの大学で鍵盤楽器専攻の人数が最も多しが、女性

作曲家の作品を取り上げる頻度は比較的に少ない。その理由として 任濃壇E綜号の伶誌は非常に数が多く、新

しいもの、または珍しし、作品を扱う必要がなしも ②単独での演奏や指導が中心であり、識あ致的な要素が強く、

新しい物や珍しい物を取り入れる自由な雰囲気が薄い。などが考えられる0

・声楽作品がよく演奏される理由として ①曲が短く取り組みゃれL ②多人数による共同作業とし、う場面で

は新しい試みは融株を与え、取り入れ易い。などが与えられる。

-管楽器とtn長器については、現代の作曲家の作品が多く演奏されている。その理由として、昔は管楽器や打楽

器のソロ演奏の{何口が少なく、近現代以降に楽器や演菊五初発達に伴.v¥ ソロ演奏用の作品が数多く作られる

ようになったO それに伴い、現代女性作曲家の作品が演奏される頻度も多く、日本の女性作曲家の作品が欧米

でも演奏されているのは注目こ値する。

3] 出生年区分別回答数

出正主年区分 回客数

~1糊)年 10 
1801 年~'1筑均年 24 
1901年~ 79 

不詳 26 

{分析と横向】

・20-tlt紀を迎えるまで、女性に対する音楽教育や社会での活動の拘束出歴然としたもので、あった。その制兄の中

に於いても作品を残し、後世に認められている作曲家がし、ることも確かである。

.1900年以降女性も等しく音楽教育を受け、作曲家・作品ともに広く音楽界に活躍している方向性カ河司える。

・アンケートには、音楽大学作曲専攻牛ーの名前川名品の記FMZし、くつかあった。紙面の関係上今回は集計に加え

ていないが、その中には現在すでに音楽界でj舌躍している人がvも可能性も考えられる。

・今回のアンケートに際し、当初 1伎)()年以前に出生した作曲家(し、わゆる西洋音楽史の範囲内〉について問い

合わせるつもりで、あったが、作曲者の出生年を調べるとしづ煩わしさを考え、特に出生年を限定しなかったo

それに伴し、現代作曲家の割合が大多数を占めたが、彼却とちもこれからの音楽史を担う作曲家であり、将来へ

むけての活躍を期f争ずるものである。

4よく取り上げられる作曲家ベスト7

今回のアンケートにおいて、具体的に記入された回数の多し唱前を)1頃に挙げる。

また、各質問項目に記入されたのべ回数を挙げるO

名 目IJ 生没年 出身国

1 I Clara SCHUl¥仏NN (1819・1896) ドイツ

同

1: 2 : 3 : 4 : 5 

9 : 5 : 10 : 5 i 10 



121 Fannv MENDELSSOHN (1805“1847) ドイツ |415;5;lj5!20 
HEN8EL 

~~ Cecile CHAl¥1INADE (1857・1944) ファンス 7:42:1:4  i 18 

4 AmyBEACH (1867・1944) アメリカ 1:3:2:17  i 14 
。Lili BOULANGER (1893・1918) フフンス J 0 : 1 : 2 1 6 I 10 

6 Ger在laIlleTAILLEFERRE (1892-1983) ファンス ! 2 1; 1 1 【 419

If Barbara 8TROZZI (1619-1677) イタリア il:3(2;o j319  

11 Graz戸mBACE¥¥t1CZ (1909-1969)ポーランド 2:22;12  

11 80五yaGUBAYDULINA (1931圃 ) ロシア 14 : 1:1 : 1 : 2 I 9 

11 I Ruth CRA'V.宥ORD (1901・1953) アメリカ I 1 : 3 2:o : 3 

8EEGER 

7 I KeikoABE (1937・ 日本

;/ I Libby LARSEN (1950・ ) アメリカ Ilj3j 1 :1; 2 

11 I Pa叫血.eVIARDσr (1821-1910) ドイツ 1 : 0 4 8 

【分析と領向1
・年代で視るとロマン派の作曲家が上位を占め、作曲家と作品が共に知られるまでには時間が必要なことが伺え

る。しかし、ベスト 7には、様々な日寺代、出身国の女性作曲家が挙げられており、大変興味深し三

. J二位7位までは、現代の作曲家で、あっても、ほとんどの作曲家名が2回以上、西洋音楽史などのテキストに記

述されてし、るとしづ結果が出ているが、日本の安倍圭子の名前が 1度も出ていなし、自国の現代作曲家に対す

る認識の仕方に、欧米と日本との間にずれが感じられるのではないだろうか。

結び
2003年4月、ルクセンブツレクの音楽学者ダ、ニエル・ロスターのむ蛍lleR凶 ter)女史と会見する機会を得た

その折、ヨーロッパの音楽大学における女性作曲家作品の演奏状況を尋ねたところ、様々な演奏形態によって、

ごく当たり前の様に演奏されているという答えが返ってきた私の専円であるピアノに関して述べると、日本の

音楽大学;こおいては、女性作曲家の作品が試験や演奏会で、取り上げられるととはごく稀であり、珍しし、槻rJな存

在とし、う認識ではなし、かと思われる。女性作曲家作品の中には素晴しい作品が数多くあるが、耳に触れる機会が

ごく少なく、謝面を受ける騨皆lこまで、未だ達していなし、のではないだろうか。日本の、そして欧米の音楽大学で

の現状は声日何なるものか、アンケート調査を試みた。アンケートの結果、私の予想、を t回る数多くの女性作曲家

の具体名が挙げられ、少しずつで、はあるが、着実に認知されつつある現状を拒握することが出来た。アンケート

調査を依頼した音楽大学は世界の中の官;であり、回答を送って頂いた音楽大学と、そして直接記入に携わって

頂いた音楽大学関係者はごく一握りである。その一握りの回答から 139名にのぼる具体名が挙げられたことは大

変興味深しもこの139名以外の当罪防iJ挙されるべき名前が、たまたま記入されていないことも当然考えられ得るO

また、ピアノ以外の演奏形態では、CecileCHAMINADEのブルート作品々安倍圭子のパーカッション作品など、

円本においてもよく演奏されており、女性作曲家{缶詰の認知に関する日本の今後の方向性が見られたように思う。

このアンケート調査の結果を参考に、音楽大勃フみならず広く音楽界において多くの人達が女性作曲家の作品に

も日を向け、素晴らししイ乍品を演奏して下さることを望むものである。

{参考文献

1."M国:ikAJmanach 1鈎912∞oDatenundF北 tenz田 nMus孟島民ninDeu飴ch1and" Gustav B部 se

Verlag 随時meiter-Verlag，1999.

2. Ronald Cavaye、 『音楽家のための留学ガイド一世界の音業判交332校の紹介ー』芸祢現代社、 1994年。

3. r音楽大学芋校案内側青楽之友牡、 2002年。

[付表の典拠資事羽

1. "The New Grove dictionary of women∞mpωers" Ed. by Julie Anne Saclie and Rhian SamueL Macmillan， 1994. 

2.百lternationalencyclo伊 仙ofwomen∞血戸脱脂!'Ed.ByAaron 1. Cohen_ 2nded， B∞ks&M凶:ic， 1987. 

3. "Komponis也m.envonAZ“Ed.by Olivier Antje， To地ata，1988.

4.官，lackwomen∞mぴ間rs'Hildegard Pub.， 1992. 

5. r日本の作曲家一覧』 信時裕子編、国立昔約三判付属図書館、 1990
0

6. r国立音楽大朝望書館典拠ファイノレ』
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付表アンケートに記入された女性作曲家リスト

「表記法」・氏名の表記は音難字典、人名辞典などに合わせ姓伏文字)名(小文字) とするc

・[ ]補足 [nee ]旧姓、 ( )洗礼名・通称等 *不詳

姓， 名 | 生?鮮 ! 出身国 向型

γ;班長泳o[安倍 圭子] 一一一-i-ーく甲骨) -iH秀一一 ー一 一一i-一一塁
ム3226A;E時ji--一一一一一一一一 J~~9勾:ei-- lTJ計三一 一一-L-2-
L;Ji--ZAD凪瓦-552一 一一一一一一 -j-く1947:-j-一一--Jτ-E竺望ケーとl-----竺
ー士山i，S一一一一一一一一 j -竺一一J______ ーヂー-l一一 望

1EESONJii一一一 一一L(~~~士 L___J:r三段一一一一一一 L----}
Amalia von Preusen I (1723-1787) Iドイツ I 1 

αtieko [新井千悦子] I *_J日本 一一一ー一一_J____1
一一面白地瓦忠也E面白お I (1913・20∞) Iカナダ I 1 

-孟Rie[嗣議] 1 * I日本 1 

¥白古2直面白記hhy-- 一一 一一一一一一一-111333匂均一τJV一万一 一 l--2
KCZWIta--戸一 一一 J f1均二1向上附三一竺ドー一_J____~
--EEtE京極tA;古品川OWSKAthぬ ! (1834-1861) ポーランド I 3 

A胆 β'W，C)司出ja -________J 一一竺一一-i一一一一一ー竺 J ___}__ 
A四R，MarionE噂間 一 ー一一 一一一- 11戸製199m-7三1η竺一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一…一一-一一一一一一一一一一一一一一-一一-一一一-iLし-一 1
臥 C佃H[悩問耐6ほα罰N町凶]，AnnaA加立m町lY地均均r -Jiυ(坦邸67二1以弘叫空塑~Jττη三1リ竺一一一-一-一一一一一一一一一←一一→一一_J____~
担阻潤A釧N， C臼at向h匂y -------jι(1塑P竺空争担号日l勾叫3)τF 空片収竺之-一一一-一-一守 -一一一F一→ しι
血NS悶τ盟 N，Renate i (1946-) iドイツ i 1 

凶 Y[nee BORGJ，ωria I (四38-) l'アメリカ I 1 

0日今Chr拭血e E. i (1931-) Iドイツ I 2 

ON回，Me加lle白出即)[Mel-Boills] I (1858・193り |フランス I 2 

OULANGER， Nadja(J-叫批e) I (1槌 7-1979) Iフランス I 2 

OULANGER， CMarie-Ju1iette 0抱叫Lili I (1893・1918) !フランス ! 10 

i(JEHLl¥仏N，Barbara ! * I *' 1 

CACCINI，[脳陣'AEllJ;SIGNO盟 NI告白LASPINA.l，Fran田畑 I (1鴎7・1638) ↓イタリア I 4 

C必四DECHIZY， E曲，h 1(19回ー) 1フランス 1 2 

CAPERS泊 ler..e Gail I (19お・) Iアメリカ 1 2 

CARRENO思泥縄 (1853・1917) ト守、ズェラ I 2 

CHA班 NADE，Cecile 1 (1857・1944) iフランス i 18 
C狂ANCE，Nancy Laird i (1931-) iアメリカ i 1 

CHEN.Cl:rin-Gb.ill I * I キ I 1 
1α!O，EUlrHwa I * !  * 1 2 
CLARKEfFR!SKIN]， Re訟∞ae官l3.cher) I (1886~ 1979) Iイギリス I 5 

CRAWF‘ORD 侶EEGER)，Ru也(Porter) I (1901-1953) Iアメリカ I 9 

iECKER，Pam.ela I * *! 2 

'ESPORTES， y¥柏田e I (1907・1993) !フラソス I 1 

IIRl¥1ER ，Emma 1加 ! (1927・ ) lアメリカ i 1 

'INESCU-LUCACI，VIoleta I (1953-) iルーマニア I 1 

'RAGOl¥i!Y，古mea I * I *11  
ilJKE，αl3.ris Bean I (1967- ) * I 1 

USSEI恥eeCO斑百]，Sophia(Giustina) I (1775-1847) iイギリス i 1 

:LIANτ'SEVA， Irina I * I *! 2 

'ARRENC[nee DUMONT]， (Je包 me-)白山.se I (1804・1875) Iフランス 4 

， Graciane I (1945-) Iフランス 1 

GALBRAI'目玉[nee，NANCY]，Ri剖le I (1951-) /-アメリカ I 1 
己瓦hidL646己扇町己Z)，Raムi・--ー 一一一一一一一一一一一--r(1949: --~j ーロヌヲ正長一一一「一一-H-
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tMIJNDRY，Isa民1 ___________ _________， 一一一 日明引 jrc一一 一十一一三
一一忌色弘司;弘ム 巳ー- i119吟) iア三M -! 4 

NAlTOU Akemi [内藤明美 l j 匂5()~ )_ _ J日本 一 i l 
NAKAZAWAMiふik~{ 中i宰道子 1 j ー ネーi日本 i z-i 
h官L叩I間百，01ふJ 一一一i-119空8-)一一一←寸三ぞり三"-，J，，， }__J 
!佐古205;民占2 - 号 令 L(~9~~_-_) 一一τグ片一一一一 i--1f 
Ltst間五三[x右長蚕T"'" _ "_，， J(l~?!~，) _ "J~杢一一 一一 ーし ! 

;む司式出向ふ[均一院] - "'，J _ç~~堕~ )__"，J~~_一一一一 千 1，，-}--
IFAG忌Fλ必(Y;~ghi"- _ ， _ ，_"，_ LÇ~~1空1 1-el開喜一一一一 ← J一一雪
:白面，fi---B;一一一一一一一一 j(四5~~ ，)，_"，j竺片一一一，J，'"空
玩1¥8民福bi時一一一一ーー 一一， LÇ1~勾ゴ一子ごー竺 R J-2-
i担副首;長出占企一一一一ー 一一一l-G37H7恒57ir三ど竺 ，l-雪-
RitE両J一一色一一一一→ ー一一一一J--〈192:1-Z7Z竺 一一 i--1-
SA証話bl悶ji-一一 ー 一一一l一切吟)ーロ-1ど7ーとーピ l一一三一-
SAEEb弘;35ムギ一一 _L~~~~~・)一一一ーと守と一一一一一__l， '" 1 

SCHMUCKI ，Annette I ネ [ 一竺--i--雪

SCID呂田ER，抽出 一一-l一一一一千"_"J_"，，ョーーヂー-J-1
5己註O対立bip--出 j(19241 iτ三吹友一 一一一[，_"，1
5d瓦頑民i時 間C副 Clara I (1819司 18部) Iドイツ I 39 

SEEGER[nee CRAW'FORD1Ru出「→c:貼MTFO即 J [既出 |既出 j 

SEITHER， Ch訂b恥 j(1~6~- ，! "，l_1ヨ竺ー一一一一一一一L ，_"，~_
SHEPHE即，Adaline J (188~: 1!旬。1)，，[アヂ均 一一一l，_，_2 

SIDLER.Na胞lia 1 * 1 *11  

ISILSBEE ，Ann I (1930・ ) l'アメリカ ! 1 

Sll週四NLOMBARDINI，Madde1ena Laura !→LOMBARDI}.j1J j既出 i既出 ! 
S阻 τ百，Sharon I * I * I 1 

! (1858・1944) Iイギリス ! 
i (1619-1677) Iイタリア ! 
I (1924・) いンガリ-

I (1789・1831) Iポーランド | 

I (1957-) I日本 I 2 i 
f阻皿四郎E，Gennaine仙 rcelle) I (1892-泊83) Iフランス I 9 I 

ITAKASIMA抽出，r]_[高嶋みどり] I (1954- )白木 I 1 I 

t証.MA，Lo山田 I (1906- ) げメリカ i 1 i 
liCHRMBERDJI一品目立 一一 一 1u9句;y-h辛子 i 三

目百四百R[un出eyl，Nancy但llen) I (19印・ ) iカナダ I 1 

恒IOMAS，Au:思凪aReed ! (1964-) !アメリカ I 1 

ITOWER ，Joal1 I (1938-J げメリカ ! 3 

町STVOL'SKAJA，GalinaIvanovna ! (1919-) Iロシア 1 2 j 

:LAZQlJEZ， co酪 ue]o I (1920・ ) I メキs.-~::I / 1 I 

在ARD倒的GARαAl悩 chelleF，凶inande)Pa由 e I (1821-191ω |ドイツ 1 8 

IWA，TSONl四NDER..SONRuth (J_ρ由舵) ! (1935-) iカナダ 1 1 

0日'E，J叫.ia i (1958・) l'アメリカ I 1 

， Sung-Chen i (1963- ) ド韓国 1 

ZAlMONT， J-吋i出 Lang I (1945・ ) Iアメリカ I 2 

!ZECHIlN，R凶h !Ma・ ) Iドイツ I 1 
ZWIIlCH ，Ellen官加島 1 (1939・ ) iアメリカ 2 

計 139名

[協力]市J11啓子

11 



ソフィー・ドリン力一研究所(ドイツ、

プレーメン)

玉Hl 格子(たまがわ ゅうこ)

2003年 12月、私は現在翻訳中の著作の筆者フラ

イア・ホフマン FreiaHo並nannを訪ねてプレーメ

ンに飛んだ。同地での宿泊先は、彼止が所長を務め

る「ソフィー・ドリンカー研究所 SophieDrinker 

In.stitutJ内のゲストルームである。この機会に同

研究所のあらましを知る機会を得たので、以下に紹

介したい。

同研究所は、プレーメン駅から徒歩で 7，8分ほど

の所にあるυ 十九世紀後半に建てられ4た建物の地階

から 2階を占めていて、道路から 10段ほど kった

ところに建物全体の入口がある。この扉を聞けて建

物内に入ると、短い廊下の突き当たりに研究所 1階

の入口がみえる。この扉を開けると、大きなテーブ

ノレが置かれた閲覧室兼視聴室に入ることになる。

の部屋をはさんで、道路側には資料室、その反対側に

は小さいが、ガラス張りで温室のような所長ホフマ

ンの研究室がある。この階にはさらに、関覧室脇の

小さな台所と、いったん廊下に出た左手に位置する

研究員クリスティン・ハイトマン Christin 

Heitmannの研究室がある。 2階にはミニコンサー

トや小規模のシンポジウムを開くことのできるグラ

ンドピアノの置かれた部屋と研究室、さらに地階に

は研究室のほか、ゲストルームとコピー室兼金庫が

並んで、いる。地階といっても道路から階段をkがっ

たところに一階があるので、地階は道路と反対側に

ある中庭と地続きになっている。全体に窓が大きく

とられ、大変明るい。シンプルな家具調度とあいま

って、ゆったりとした気持ちのよい造りである。

この研究所は、女性およびジェンダーの視点によ

る音楽学研究を目的として、 2001年 3月に設立さ

れた。研究所の名称として選ばれたソフィー・ドリ

ンカーは、 1948年に女性と音楽についての研究書を

菩したアメリカの音楽学者で、同書の邦訳が出版さ

12 

れ、また訳者の水垣玲子さんに研究会でお話をうか

がったこともあるので、フォーラムのメンバーには

お馴染みだろう (il音楽と女性の歴史』、学芸書林、

1996年)0同研究所が設立された当時、 ドイツには

すでに音楽における女性研究のためのアルビーフと

して「女性と音楽のためのアルヒーフArchivFrau 

und MusikJ (カッセノレからフランクフルトへ移

転)があった。同アルヒープがどちらかといえば楽

譜や音源の収集に力を注いでいるのに対して、ソフ

ィー・ドリンカー研究所は、女性と音楽に関わる研

究書や論文、および史料の収集に力点を置いている。

その捺、扱う資料を芸術音楽関係に限定することな

く、ジャズ、やロック、ポップスなどの領域も守備範

囲とし、また西洋音楽のみならず、非ヨーロッパ音

楽にも視野をjムーげることがうたわれている。

実際、資料室の棚に並んだ本を眺め渡してみると、

女性と音楽に関わるもので、、 ドイツ語で、書かれたも

のであれば、網羅的に集められているという印象で

あったo (もちろん、一部英語の研究書もあったが、

こちらは網羅的とはし、かないようである。)作曲家の

個別研究としては、クララ・シノューマンやファニー・

へンゼノレが自についたが、これは研究所による選別

の結果というよりも、女性と音楽をテーマ土した書

籍の出版状況を忠実に反映したものだろう。これ以

外には芸術青来、ポピュラー音楽を間わず、歌手に

ついての伝記が多いように思われた。これは出版状

況云々以前に、歴史的にみて声楽の分野が女性音来

家に比較的多く活動の場を与えていた一一演奏以外

の役割も含めて一一ーことと関連あるだろう。 しカミし

し、ずれにせよ、さほど大きくない資料室の欄の半分

以上が空いている状況は、女性と音楽というテーマ

に関わる書籍の出版がし、かに少なし、かを視覚的に示

しているように思われた。

書籍が並んだ概の向かし、側には、女性作曲家の楽

譜類似幻ト-1誌はそれほど多くなし、一一、さまざ

まな論文集や雑誌、パンフレット類などから集めら

れた貴重なコピーがファイルされたパインダーが並

んでいる。これは、重要な雑誌に関しては雑誌別に

(たとえば『音楽新報NeueZeitschri念品rMus:ikよ



『教育音楽 M凶 ikim Unterrichdなど)、その他

は著者のアルファベット順にファイリングされてい

る。

研究所の課題としてはさらに、女性作曲家の作品

集出版や研究に資するための遺品の収集がうたわれ

ているが、もちろんとれは女性作曲家の作品を網羅

的にとし、うわけにはし、かず、精選されるつ現布、ル

ーマニアの作曲家ミリアム・マルベ Myriam

M町 be(1931・1997)の遺品が遺族によって永久貸与

されているということである。たまたま私の滞在中

にマノレベの研究者が訪れていた。

また、他の図書館やアルヒープにオリジナルの手

稿譜が収められている女性作曲家の幾人かについて

は、そのコピーが集められていた。その代表格i士、

ホフマンとハイトマンが中心となって編集にあたっ

た作品選集が昨年完結したルイーズ・ファランク

Louise鼠町encだろう(全 13巻、出版社 Florian

Noetzel Verlag)。

もうひとつの重要なコレクションは、「第三帝国

の作曲する女性たちj というテーマのもとに集めら

れた史料類で、ある。これは、クラウデ、ィア・フリー

デル ClaudiaFriedelが上記テーマで執筆して、オ

ルデンブノレク大学に提出した博士論文cw第三帝国の

作曲する女性たち。実像と支配的な女性像の再構成

の試み JJ Komponierende Frauen im Dritten 

Reich. Versuch emer Rekonstruktion von 

Frauenbild， 

Hamburg und Munster 1995)のために収集した資

料がもとになっている。

herrschendem und Lebensrealitat 

書籍にせよ、雑誌論文や楽譜その他のコピー類に

せよ、もちろん電子カタログ!とされ、同研究所のホ

ームページにアクセ Fスすれば、行本からでち簡単に

調べることができる (http://帝京市:sophie-dr註lker-

由民itut.de/)。コピーのコピーを紘頼することはで

きないので、日本にいながらにして同研究所所有の

資料をすべて閲覧できるわけではないが、少なくと

もある対象についてどのような文献があるかを調べ

るには大変便利だろう乙ちなみに、三のホームペー

ジを通じて、オルデンブノレク大学の図書口録にアク
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セスすることも可能であるc

資料収集以外に、研究プロジェクトを立ち上げた

り、若手研究者を育てる(そのための奨学金制度あ

り)ことも、同研究所の目的としてうたわれている。

こうした活動を財政的に支えるのは、「芸術および

青楽領域における女性の活動促進のためのマリア

ン・シュテークマン財団J(代表エヴァ・リーガー

Eva Rieger)である。 1939年ベルリンに生まれ、

2001年に死去したマリアン・シュテークマン

Mariann Steegm出 ml士、リヒテンシュタインの重

要な芸術コレクションの相続人のひ土りで、いくつ

かの財団を設立して社会的・文化的領域に貢献した

とのことである。

ソフィー・ドリンカー研究所の設剖玄、音楽をめ

ぐる諸問題をフェミニズム・ジヱンダーの視点から

再検討しようとするフライア・ホフマンやエヴァ・

リーガーらの掴人の熱意なしには決して実現しなか

っただろう。しかし同時にまた、まずは歴史に埋も

れた女性作曲家の発掘作業ーから始まった音楽学領域

におけるフェミニズム・ジェンダー誹究が、作曲家

および作品研究にとどまらず、さまざまな先換に、

幅広い、学際的な視点からアプローチしてし、く段階

に入ってきたとしづ状況が、同研究所の設立を後押

ししたことも間違いない。私たちが今立っているの

は、しかし、あくまでもそのとばくちにすぎない。

研究所資料室の空つぼの書架は、今後さまざまな研

究によって埋め尽くされることを待っている。

-圃薗且. 

ソフィー・ドリンカー研究所

(ホームページより〉



音楽界一般に対して、年

齢に応じた一定のコースを経た者のみを受け入れが

ちであると批判jしたうえで、最初の投福の「遅咲きj

最後に第四の投稿者は、

遅咲きの花ーIAWM(International AI I iance for 
Women i n Mus i c)メーリングリストの話題から

とし、う言葉にも疑問を投げかけた3 弱さや言い訳め西阪多恵子((こしざかたえこ)

いたニュアンスを持つこの言葉を自ら用いることは、

ジェンダーや年齢による差別に対して有効な働きか

けをするた、ろうか。部外者の軽蔑的な笑いを誘うだ昨年の 6月、 IAWMのメーリングリストで「遅咲

ジェンダーも年齢も考そして、と。けではないか、きの花Jlate bloomerと題する投稿があり、それに関

慮の対象とすべきではないとの立場から、 IAWM作連する投稿が三篇続いた。本稿ではその概要を紹介

そこで問題となって'いる事柄について考えてみし、 曲コンクール(註2'の年齢別制にも疑義を呈した。
たい(註1; 

具体的な助成金やコンク --1レに

ついて論じているのではない。 ~if13 )年齢制限やt主葉

これらの投稿は、発端は、自作演奏会の資金繰りに苦労する一作曲

家の投稿である。その内容は、恵まれた男性作曲家

の良し悪しといった論点の背後にある共通の問題は、
の例を引き合いに出しつつ、若手を対象とする助成

音楽界ひいては社会全体に及ぶ年齢とジェンダーと

の密接な関係、言い換えれば年齢差別と性差別との

連動であろう。最初]の三篇とくに第二、第三の投稿

金のあり方に異議を唱え、遅咲きの人の集まりをつ

くろうと呼びかけるものであった。年輩の女性作曲

互いに手を携えて家に多くの機会を与えるために、

から読み取れる状況は、男性にとっては差別で、はなあらゆる場で働きかけようという趣旨である。次に、

い年齢制限が女性には差別になり得るというもので、コンクーノレの最高年齢制限に反対これに関連して、

はないだろうか。単純にパターン化すると次のようする投稿が載った。その理由として、第一に、投稿

になるー一一音楽家として修行を続け、受け入れられ、
者の若い頃には女性作曲家に対する偏見が強く、 i寅

目的を達成しf二男性にはコンクールや音楽祭セミナ
(女性名で、あった奏の機会が与えられなかったこと

ーに応募する必要はない。今や若い才能を発掘し育
ために指揮者から未開封のまま楽譜を返送された経

成する側に立つ彼にとって、年齢制限は差別ではな
験が数回)、第二に、創造性や進歩に年齢は関係がな

だが、かつても女性ゆえに勉強を中断した者、そ
。、

'hv 

いという主張が挙げられてし、る。

の音楽を拒絶された者は違う。飛躍のチャンスはこ
一般にコンクールの目的は若三番目の投稿者は、

れからだ。経済的な自立のためにもそうした機会を
手の育成にあるとしたうえで、次のように述べた。

必要とする彼女にとって、年齢ゆえの和絶は新たな
こうした年齢制限の背後には、音楽家はすなわち、

差別となる一一。20歳代の間も絶えず成長を続けるという暗黙の前

一方、最後の投植の主旨l士、年齢やジヱンダーへ
提があり、それは男性をモデ、ルとした考えである。

それらによる区別を否定するものの三及を忌避し、
現在高齢の女性の多くはこの時期に出産・育児のた

「遅咲き」とである。ここで懸念されているように、
こうした競めに勉強や活動の中断を余儀なくされ、

銘打った女性の結束は、女性集団が自ら年齢に絡む
争の場に参加する機会を逸してきた。彼女たちのそ

またネガティヴな表象を作り出すことともいえるc
うした経験が近年の少子化や高齢出産増加の遠因に

そうした観点からみると、上述の性男1]ノtターンは、
もなっている。イギリスでは数年前に音楽女性団体

女性のしF 、わば年齢不相応な未熟さを暗示し、女性蔑

しかし、だか視を強めるものであるかもしれな1;、
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がこの問題を取り上げ、その結果として、制限年齢

を引き上げた作曲コンクールもある一一。



らとし、って、 このような年齢差別と性差別の連動が

個人の努力で克服されるわけで、はなかろう。仮に年

齢やジェン夕、ーを超越するかのような活躍によって

ぷ矧jを免れたとしても、 そうした個々人の成功が差

を内包する社会の支配構造を変えていくのか逆iこ

強化を促すのか、一概にはし、えない。いずれにせよ、

年齢やジェンダーによって置かれる状況の違いは大

きい0 [5<別とはその違いに対寸る配慮であり、 それ

なくして一切を個人の可能性に委ねるならば、女性

たちが体験してきた事柄を不問に付し、差別の不可

視化を進めることにもなりかねないのである。 (H:4)

かくも根深い問題を打開するには、さまざまな

角度から間いを深めていくことが必要なのだろ

う。そもそも「遅しリとし、う判断自体、男性のラ

イフ・サイクルを、尺度〈を してはいなし、だろうか。

出産関係のみならず、両性の平均寿命の相違等も

あわせて考えてみると、例えば働き盛りの年齢層

は男性より女性の方が若干上あるいは幅広いよ

うにも思われる。難問打開の糸口は案外身近な生

活の中にいくつも欝んでいるのかもしれない。

ともあれ、 こうした議論が女性のための団体を基

盤として交わされるということの意義は重要だ。 官-

楽界の隅々に埋め込まれたジェンダーの問題が様々

な経験と立場から掘り起こされていく。 「個人的な

ことは政治的なこと」 という三ト年余りも前のフェ

ミニズムのスローガンはここではいささかも古びて

いない。ちなみに、前述した IAWM作曲コンクール

の昨年度入賞者のほとんどはすでに国際コンクール

の入賞などの実績を上げており、 IAWMに音楽家と

して成功した女性も多いことが察せられるG 成功lこ

至るまでの経験を通じて女4性の連帯の必要性を認識

した者も多いだろう。こうしてなされる問題提起は、

やがて_k性のみならず音楽界全体にとってよき実を

結ぶのではないだ、ろうか。 (凶~VM ホームページ

案内は membersI1ipのページへ)

L'>-
Z三正
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<註〉

註 1)投稿者は以下の通り(投稿順): Naomi Stephan(米・

作曲家 1939生)、 NancyBloomer Deussen (米・作曲

家 1931生)、MargaretLucy Wilkins (英・作曲家 1939 

生)、 Kathl伺 nPicr伺 n(米・作曲家 作曲家 KalaPicrson 

の母)

註 2)第 2B白 (2004隼)は6部門あり、応募資格i品、ず

れも IAWM会員であることの{也、以下の通りさ( )内は

編成・曲種。 リビー・ラーセン賞 在学中の女性(限定な

し)、エレン・テイフ・ズウイりッチ賞 21歳以下(限定

なしれぞオドア・フロント賞 22歳以上(室内楽または

管弦楽)。ミリアム・ギデオン賞-50歳以上(ソロの声と

5つ以下の楽器)ラジュディス・ラング・ゼイモンツ賞

:30歳以上、これまで録音あるいは出版された作品のない

者(大規模独奏曲または室内楽)。ポリーン・オリヴエロ

ス賞制綬なし(電子音楽)二

註 3)国際的な作曲コンクールlこ関する限り、年齢、制限は

必ずしも通常の条件ではない内例えば『世界の国際音楽コ

ンクール全ガイド (2002~03 年版U(ショパン)掲載の

作曲コンクール 86件のうち、年齢制限なし 31件、年齢

についての記載なし泣件、不明 2件コ年齢制限の明記さ

れた 2Sf牛のうち、下限のみ2件、年齢日IJ(上限なし)2 

件c ト限のみ之4イ牛の内訳l士、 35喜美 7件、 40歳8件、最

高は 45歳で之件、最低は 26歳 1件、他8件となってい

る。なお、日本の作治コンクールでは年齢制限のあるもの

はさらに少ない。

註 4)平等を達成する手段としての区別の必要性は、差別

との闘いにつきまとうジレンマであるりその制度化という

べき積極的差別解消策(アファーマティヴ・アクション)

はマイノリティの地位向上に成果を挙げてきたが、逆差別

論という反撃に遭うことも多いコ

己申晶



コンサート靖報
安当女性と音楽研究フォーラム主催のコンサートの開催が本決まりとなりました。プログラム、演奏者等の概要は、以下の通

りです。準備を進めていますので、ご協力をお願いします。

女性作曲家を聴く圃その6

ルイーズ・ファランク

くプログラム〉

Louise Farrenc (1804-1875) 生誕2∞年記会コンサー卜

フルート三重嚢曲ホ短調作品 45(1862) 

ピアノ五重嚢曲第 1番イ短調作品 30(1842) 

六重嚢曲(ヒアノ+木管5部)J¥短調作品 40(1852) 

九重嚢曲(弦4部+木管5部〉嚢ホ畏調作品 38(i849) 

く出演者>

松原勝也(ヴァイオリン)/J1体嘉子(ヴィオラ)/藤森亮一(チェロ)/吉田秀(コントラパス)

佐久間由美子(フルート)/広田智之(オーボエ)/高橋知己(クラリネット)/吉田将(ファゴ、ツ

吉永雅人(ホルン)/長尾洋史(ピアノ)Uz 2004年 10月308(土)14:00韓溝

:東京文部会舘4吋、-JI- 入場(予定):一般 4，∞0円 学生3，500円 ノ
レクチャ一報告

「閉ざされた扉~音楽室には登場

しなかった女性作曲家たち-J
講師:小中慶子

藤村 晶子(ふじむらあきこ)

去る 1月31~;止とぴあにて、小中慶子氏の i 閉ざ

された扉一 音楽室には登場しなかった女性作曲家

たちj と題されたレクチャーがffなわれたc 会場と

なった会議監王而には女性作曲家たちの肖像、そし

てこれを斜め横からうかがうように、壁際に J.8.バ

ッハやベートーヴェンら、ミヰ交の音楽室でお摺I1~とみ

の肖像i同が貼られているc レクチャーは女性作曲家

を知ってし、るかという間し、かけから始まり、参加者

からはクララ・シューマン、シャミナード、森山良

子などの名があがったの続いて、では作品から男性、

女性の判別は可能かということで、幾っか作品を聴く

が、もちろんイ生差が聴こえるはずもないτ 長い暦史

の中で、女性作曲家には群が「不当にもJ閉ざされ

てきたことを実感させるに十分な導入であるd

レクチャーは「音楽史にみる〈男性〉と(女1'1>J、

119世話己の女性たちと音楽j、「女性と作曲をめくペコ

てj の三部から成り、音楽作品における!日来のステ

ロタイプな「男性/女性らしさ」の分類、および偏

った女性観の歴史的背景を概観したのち、ファニ

-'M.へンゼ/レ、クララ .wシューマン、アノレマ-

Sマーラー、ノレイーズ・ Dブ7 ランク、ジェノレメー

ヌ・タイユフェール、エイミ-.c.ピーチなど、計

6名の作曲家が紹介されたv
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小中氏は「女性と作曲Jの問題として、作曲行為

そのものの全止、出版規制、女性にほ作曲が不可能

とする偏見の存イj:なと、を挙げ、 {二記6名の牛主主と作

品に詳しく触れながら、時代のジェンダ一規範との

葛藤の中で創作せざるを得なかった、披らの様々な

実{デ1)を呈示した。 6 名の個性も日前~状況も異なるも

のの、複数の問題が錯綜Lつつ「女性の作曲j を抑

圧する構造が浮かびあがり、またそれゆえに「女性

作曲家jの多様性も示し得たと思われるの配布され

たレジュメも丁寧に整理された内容で¥理解の助け

になったc しかし一方で、 6名の作曲家を結ぶ共通

項が「女性であること」以外に見えにくかったこと

も事実だっ今回とりあげた作曲家が訪問2紀以降の比

較台首斜面な欧米久性であり、すでに音源資料も存在

する点は言及されてもいいのではなし、か(質疑)，む答

で補足九彼らの音楽は日本でも受容され始めている

が、その際「西洋jや I近代j はどれほど認識され

ている町、ろうかc いわゆる苦楽史が西洋近代の所産

であり、多くが作曲家中心の記述でふること、この

前提抜きに「女性作曲家jの問題は語り得ないよう

に忠弘何より我々が無自覚に内在化させている価

値基準を問う視線が、「奇楽室の肖{象画j 音楽史

批判jには不可欠で、あろうからc

当当j日のレクチヤ一iは土了二A時i間詞2半子;にこ及んだ

(男性2名)の参加者はメモをとりつつ熱心;に三間き

入つており札、関心の高さがうカかミがわれたc 音楽が多

く聴けたことも個人的には嬉しいっ会場との意見交

換の時間がもう少しあれば、なおよ点、ったように忠

)， 



一一「

における伝統と独創性やベートーヴ、エンとの

関わりについて論じられたとのことですっ生

誕 200年にふさわしいこの音楽祭ご、主催者

にとって唯一の心残りは、オーケストラと折

り合いがつかせ、交響曲をプログラムに入れ

つれなかったととたと刀、ご

μ r' r~ 
::..J ~:..J~ 
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国 ファランク・コンサートに助成決定!

本年 10月 30日に当フォーラム主催で開催

予定の「ルイーズ・ファランク生誕200年記

念コンサート」に対して、助成を申請してい

ました財団法人花王芸術・科学財団より、 2

JJ 9 1-1助成決定のお知らせをいただきました。

助成金額は 30万円です。ご芳志を無駄にせぬ

よう、ぜひ成功に導きたいものと思います。

圃ザ圃ウィメンズE フィjレハーモニック解散

サンフランシスコを本拠とする管弦楽団、

ザ・ウィメンズ・フィルハーモニックが今年 3

月7日のコンサートをもって23年の歴史を閉

じることになりました。本号で、高橋氏が論ず

る女性オーケストラの時代よりはるか後の

1981年、音楽界における女性の機会均等を求

めて発足した同楽団は、団員、指揮者とも女性

だけから成り、これまでに 160人以上の女'性

作曲家による作品の演奏やシンポジウムの開

催など意欲的な活動を展開してきました。し

かし、とこ数年は財政危機に見舞われ、幾度

か定期公演のキャンイ?lレに追い込まれるとい

う芦境がま去し、ていたようです門同楽団代表ロ

ビン・ブラモール氏{士、今後とも関係諸団体等

と協jJし、音楽界における女性のさらなる状

況改弄に尽くしたいとしていますc

園会員の講座、レクチャー、コンサート続く

このどころ、各地の自治体や女性センター

主催の講座や講演会:こ、当フォーラム会員が

「女性と音楽j のテーマの講師として相次い

で招かれ、活躍しましたG

1月 14fl rすばらしい女性作曲家たちj講

師:小林紘 杉校区十杉並女性同体連絡会

共催

1月 22日・29fl -2月 5日 教養セミナー「高二

楽史の中の女性~女性作曲家を聴く j 講

師:小林緑千葉市女性センタ一主催

1月 31 日 女と男のアートシリーズ最終回

「閉ざされた扉~音来主には署長場しなかっ

た女性作曲家たち~J 講師:小中農子
北区k性センタ一一主催 =字国立に藤村氏に

よる報告'があります。

2月 12日 公開コンサート「青楽史の中の女

性~女性作曲家を聴く j 構成・話:小林緑

千葉市女性センター主催 斗曲u、演奏者等

は、ホームベージ「関連コンサート・イベント
情報j に掲載されて1;、ます。

<編集後記〉

「会員自己紹介コーナーjで[士、多彩な会員

の顔ぶれに改めて驚かされ、心強く思い主したっ

未掲載の方、次号へのご寄稿をお待ちしますっ

(rti) 11 -西阪)

圃 ベルンにて、ファランクの「ポートレート霊コ

ンサートJ開催

今年 1月 23日から 25日にかけて、スイス

の女性音楽フォーラム(FMF)主催により、ル

イーズ・ファランクの作品を集めた「ボート

レート・コンサート jがベルン音楽院大ホ』ル

で向かれました。曲目は、六重奏曲、九重奏

曲、ピアノ五重奏曲第 1番及び第 2番、ピア

ノ三重奏曲、チェロとピアノのためのソナ夕、

そしてブルート三重奏曲、といずれも室内楽

曲。これに先立つ 21flにはハイトマン教授に

よる講槙がベルン大学で、行われ、ブァランク
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